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シリウスに依る購間

札幌米田勝彦
　冬期シリウスの位置からして時計なしに大艦の時

刻を知るこεが出來る．是に就て本年の三月號のポ

ピュラー・アストロノミ誌にC．C．ワイリィ（Wylie）

氏が書いて居る．大艦．其れに依って此の文を書い

ナこ．

　一月一日の夜はシリウスの位置が其の夜のきの時

刻に於ても其の日の同じ時刻（丁度十二時間蓮って居る）の太陽の位置ミ同じ

である．もつミ分り易く例を引いて云ふならば一月一日の午後八時のシリウス

の位置ε午前八時の太陽の位置ミが殆さ同じである〉一云ふこざを意味して居

る．圖に於て0は観測者の位置，1’optは地軸，赤道面はOを通りPPノに垂直

なる李面，OSは太陽の方向，　ORはシリウスの方向，　OSノ及ORノは夫々OS及

ORの赤道面への正射影，　OAを春分貼の方向Sすれば，　AδR’は，シリウス

の赤経ざなりAδSノは太陽の赤経聾なる．叉RノδRはシリウスの赤緯を，

SノδSは太陽の赤緯：を表はして居る．非常に幸なこεには一月一日には，R／OS’

の角は殆S“二直角に等しく叉角R㊧RεSノδS言はかなり一致する．此の偶然

の結果がなければ，シリウスから此虚に述べる襟に戸戸に時間を知るこεは出

來ない．さの位の程度のものであるかを示す爲に大正十五年の一月一日のシリ

ウス及太陽の漉油赤緯をあぐれば次の如くである．
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　　　　　　　　AδR．！＝　6時41．9分　　　　　　　　　RiδR＝一16。37！

　　　　　　　　Aδ3’＝18時45．0分　　　　　　　　　S’δ3・＝一2303／

　　　　　Aδ3－tAδR！＝＝1211寺3．1An＝R！δ3／　　　　R！δR≒sxδ3

　かなりよく一致して居るこNSを上の藪字が示して奨れる．今迄述べたこミは

つまり一月一Hの夜のシリウス時は地方太陽時ご一致するε言ふこごである．

　次に恒星が一ケ月に二時間進むから一月一日夜以前のシリウス時は，一ケ月

毎に二時間宛邊くあるだらうし一月一日夜以後は，一月に二時間宛早くあるだ

らう．

　上の考察から直に我娼ま，次の法則を以てシリウスの位置から期間を知るこ

Sが出來る．其の法則ミは次のものである．

　（1）観測され旗シリウスの位置に太陽があるεして其の時刻を見積れ．

　（2）此の見積りの時間から元旦後の月の鰍の二倍を引くか元旦前の月の藪

　　の二倍を加へよ．此の織果が，地方李均時である．若し月の藪のこ二倍が見

　　積りのシリウス時より大なる時は，此の見積りのシリウス時に12を加へよ．

次に三際の例を二つ程あけてみる．

　例一，或る人が，十一月八日の早朝起き南の窓からシリウスを見た．其の位

　　　置は大約午後二時頃の太陽の位置であっfe．さて其の時刻は何時であっ

　　　たらうか？

答期・は元旦前1÷肛ある・故に（1）及（・）よに倍して力瞬・ば

　　　　　　・一｝×・一・寺　3÷＋・一・÷・

　　　師ち午前五時孚であるこεが分る，

　二二，二月二十二日の夜シリヴスが太陽の午後二時二面の位置に見られた．

　　　さて今・は何時だらうか？

答

　　　以上の二つの例題から讃者は充分了解されるこミ思ふ．　　　　　　ポピ

　　ユラー・アストロノミ誌の四月號に北斗七星に依って時間を知る方法をも述べ

⑫て居る・

丁度今は旭後1÷一って居・．故に（1）及（・）より

　　　　3．．一　hl
　　　IT×2コ3一『

灘をす・前に2一いコ2を三一ねばならぬ・

　　　・÷＋12斗封・14画一・÷＝・　11．

其れで今は夜の十一時であるこミが分る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウiリイ氏は，

　是が紹介は，他の機會にしやう，
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